
１０2023年（令和5年）9月15日（金曜日）（第三種郵便物認可）
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第1344号

釧路商工会議所

釧路市大町1丁目1番1

電話代表41－4141

編集兼発行人

　　　　　川村　修一

　　印刷　釧路新聞社

　
当
所
の
商
事
・
工
礦
業
・
運
輸
交
通
の
３
部
会
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
る
釧
路
地
域

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
会
（
志
賀
功
会
長
・
商
事
部
会
長
）
で
は
、
５
日
（
火
）
に
『
水

素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
か
ら
見
る
釧
路
地
域
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
と
可
能
性
』
と
題
し
て

研
修
会
を
開
催
し
、
研
究
会
の
会
員
や
行
政
職
員
ら

人
が
参
加
し
た
。
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多くの来場者で賑わった会場

昨年度開催した創業スクールの様子
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当
所
で
は
、
外
国
人
労
働
者

の
雇
用
を
検
討
し
て
い
る
事
業

所
や
関
心
を
お
持
ち
の
方
を
対

象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を

月
４

日
（
水
）
午
後
３
時

分
よ
り

道
東
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
で
開

催
い
た
し
ま
す
。

　
第
２
回
目
と
な
る
本
セ
ミ
ナ

ー
で
は
、
外
国
人
を
雇
用
す
る

際
の
実
務
や
留
意
点
に
つ
い
て

社
労
士
オ
フ
ィ
ス
オ
リ
オ
ン
の

長
田
高
幸
代
表
を
講
師
に
招

き
、
解
説
い
た
だ
き
ま
す
。

　
参
加
費
は
無
料
で
、
定
員
は

人
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
興
味
の
あ
る
方
は
当
所

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

　
ご
不
明
な
点
は
、
当
所
振
興

課
０
１
５
４
（

）
４
１
４
３

へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

外
国
人
材
セ
ミ
ナ
ー

月
４
日
に
開
催

　
『
第
１
６
５
回
日
商
簿
記
検

定
試
験
』
を

月

日
（
日
）

に
道
東
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
に

て
実
施
し
ま
す
。

　
お
申
し
込
み
は
、
９
月

日

（
火
）
〜

月

日
（
金
）
の

期
間
で
受
け
付
け
て
お
り
、
当

所
窓
口
の
ほ
か
、
現
金
書
留
に

よ
る
郵
送
、
ウ
ェ
ブ
で
も
申
し

込
み
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
な
お
、
受
験
料
は
１
級
７
８

５
０
円
、
２
級
４
７
２
０
円
、

３
級
２
８
５
０
円
（
税
込
）
。

　
詳
し
く
は
、
当
所
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
ま
た
は
当
所
振
興
課
０
１

５
４
（

）
４
１
４
３
ま
で
。

第
165
回
日
商
簿
記
検
定

日

よ

り

受

付

　
北
海
道
商
工
会
議
所
連
合
会

と
道
内
各
地
商
工
会
議
所
で

は
、
『
第

回
北
海
道
観
光
マ

ス
タ
ー
検
定
』
を

月

日
（
木

・
祝
）
に
道
東
経
済
セ
ン
タ
ー

ビ
ル
で
実
施
し
ま
す
。

　
同
検
定
は
、
北
海
道
の
観
光

振
興
へ
の
意
識
と
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
の
向
上
を
目
的
に
行
っ
て

お
り
、
受
験
料
は
５
０
０
０
円

（
税
込
）
。
検
定
の
公
式
テ
キ

ス
ト
は
、
２
８
０
０
円
（
税
込
）

で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
受
験
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

月

日
（
火
）
ま
で
に
当
所

振
興
課
０
１
５
４
（

）
４
１

４
３
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

北
海
道
観
光
マ
ス
タ
ー
検
定

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
向
上
に

　
釧
路
川
リ
バ
ー
サ
イ
ド
の
ぬ

さ
ま
い
広
場
で
開
催
さ
れ
て
い

た
釧
路
ヒ
ア
ガ
ー
デ
ン
（
吉
田

勝
幸
実
行
委
員
長
・
釧
路
Ｙ
Ｅ

Ｇ
会
長
）
が
９
日
（
土
）
に
最

終
日
を
迎
え
た
。

　
本
イ
ベ
ン
ト
は
、
釧
路
川
周

辺
の
魅
力
を
発
信
し
街
に
誇
り

を
持
っ
て
も
ら
う
〝
シ
ビ
ッ
ク

プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
〞
を
目
的

に
、
昨
年
か
ら
会
場
を
〝
Ｋ
Ｕ

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
〞
の
文
字
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
が
あ
る
釧
路
川
リ
バ
ー

サ
イ
ド
に
移
し
て
開
催
し
て
い

る
。

　
８
月

日
（
金
）
か
ら

日

間
の
営
業
で
延
べ
１
万
人
以
上

が
来
場
し
、
中
で
も
８
日
（
金
）

に
は
、
Ｄ
Ｊ
に
よ
る
音
楽
や
大

道
芸
人
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
が
行
わ
れ
、
会
場
は
大
い
に

盛
り
上
が
り
、
過
去
最
高
の
１

４
０
０
人
が
訪
れ
た
。

　
コ
ロ
ナ
が
明
け
た
今
年
は
、

ビ
ジ
ネ
ス
で
釧
路
を
訪
れ
た
人

に
も
釧
路
の
魅
力
を
体
験
し
て

も
ら
い
、
街
中
へ
出
る
き
っ
か

け
を
創
る
た
め
、
市
内
ホ
テ
ル

の
宿
泊
者
へ
無
料
チ
ケ
ッ
ト
を

配
布
し
、
約
１
０
０
人
が
ヒ
ア

ガ
ー
デ
ン
に
来
場
し
た
。

　
吉
田
勝
幸
委
員
長
は
「
多
く

の
市
民
や
観
光
客
に
ご
来
場
い

た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
た

い
。
ヒ
ア
ガ
ー
デ
ン
を
通
じ
て
、

釧
路
の
涼
し
さ
や
リ
バ
ー
サ
イ

ド
の
雰
囲
気
、
釧
路
独
自
の
食

文
化
を
誇
り
に
思
っ
て
頂
け
た

と
感
じ
て
い
る
。
今
後
は
都
市

型
観
光
の
活
性
化
を
見
据
え
、

地
元
住
民
だ
け
で
な
く
、
観
光

客
と
の
交
流
を
促
進
し
、
経
済

的
・
文
化
的
な
発
展
を
目
指
し

た
い
」
と
今
後
の
展
望
を
述
べ

た
。

　
当
所
で
は
『
釧
路
地
域
水
素

エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
会
を
中
心
に

水
素
を
含
め
た
地
域
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
研
究
お
よ
び
実
装
に
向
け

た
検
討
を
推
進
す
る
』
こ
と
を

今
年
度
の
事
業
計
画
の
一
つ
に

掲
げ
て
お
り
、
釧
路
地
域
の
持

続
的
発
展
を
目
指
し
て
同
研
究

会
と
産
学
官
民
で
連
携
し
調
査

研
究
を
行
っ
て
い
る
。

　
本
研
修
会
は
、
釧
路
の
脱
炭

素
実
現
へ
向
け
た
現
状
把
握
や

課
題
の
共
有
を
目
的
に
開
催

し
、
北
海
道
経
済
部
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
推
進
局
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
産

業
課
主
幹
で
北
海
道
経
済
連
合

会
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

ナ
ー
も
務
め
る
名
兒
耶
大
輝
氏

が
、
国
・
北
海
道
の
動
向
や
先

行
事
例
な
ど
に
つ
い
て
講
演
し

た
。

　
冒
頭
、
志
賀
会
長
は
「
〝
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
釧
路
〞
の

実
現
を
目
指
し
、
企
業
や
市
民
、

移
住
者
、
観
光
客
が
魅
力
を
感

じ
る
持
続
可
能
な
地
域
へ
発
展

す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
講
演
で
名
児
耶
氏
は
、
今
年

の
６
月
に
改
訂
さ
れ
た
『
水
素

基
本
戦
略
』
に
つ
い
て
、
国
で

は

年
間
で

兆
円
の
投
資
計

画
を
検
討
し
て
お
り
、
先
導
的

に
水
素
・
ア
ン
モ
ニ
ア
の
供
給

に
取
り
組
む
事
業
者
や
供
給
拠

点
の
整
備
に
対
し
て
支
援
を
行

う
予
定
で
あ
る
と
説
明
し
た
。

　
な
お
、
供
給
拠
点
の
整
備
に

関
す
る
支
援
を
受
け
る
に
は
、

年
度
ま
で
に
商
用
化
・
実
用

化
し
て
い
る
こ
と
が
条
件
で
、

年
度
の
早
い
時
期
に
実
現
可

能
性
調
査
の
公
募
も
開
始
す
る

予
定
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
早
期
に
自
治
体
が
方
針
や

ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
、
取
り
組
ん

で
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
北
海
道
は
豊
富
な
資

源
を
活
用
し
た
水
素
供
給
と
産

業
集
積
地
の
需
要
が
期
待
で
き

る
こ
と
か
ら
需
給
一
体
型
の
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
構
築
に
よ
り

『
国
産
水
素
の
供
給
拠
点
化
』

を
目
指
し
て
い
る
こ
と
を
説
明

し
「
釧
路
エ
リ
ア
に
も
高
い
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
り
、
水
素
供

給
拠
点
の
整
備
に
つ
い
て
継
続

し
て
取
り
組
み
、
市
民
の
理
解

を
得
る
こ
と
が
重
要
」
と
ア
ド

バ
イ
ス
し
た
。

　
最
後
に
各
地
の
水
素
利
活
用

事
例
を
紹
介
し
た
う
え
で
「
釧

路
の
課
題
を
考
え
、
ど
の
事
例

が
有
効
か
参
考
に
し
て
欲
し

い
」
と
述
べ
た
。

５日に開催した研修会

　
当
所
で
は
、
釧
路
地
域
創
業

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
協
力
し

て
創
業
者
の
掘
り
起
こ
し
を
図

る
た
め
『
く
し
ろ
地
域
創
業
ス

ク
ー
ル
』
を
道
東
経
済
セ
ン
タ

ー
ビ
ル
で
開
講
す
る
。

月
５

日
（
木
）
〜

月
５
日
（
火
）

ま
で
の
期
間
で
、
全
９
回
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
が
行
わ
れ
る
（
詳

細
は
下
記
の
と
お
り
）
。

　
本
ス
ク
ー
ル
は
、
当
所
と
地

域
の
支
援
機
関
や
専
門
家
が
連

携
し
て
毎
年
実
施
し
て
い
る
も

の
で
、
座
学
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
通
じ
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

や
資
金
繰
り
、
税
務
な
ど
の
経

営
に
必
要
な
基
礎
知
識
の
習
得

や
創
業
に
向
け
た
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ン
を
作
成
し
、
自
身
の
イ
メ

ー
ジ
を
形
に
す
る
こ
と
を
目
指

す
。

　
ま
た
、
第
１
回
目
に
は
創
業

ス
ク
ー
ル
の
卒
業
生
に
よ
る
体

験
談
や
釧
路
市
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
ｋ
│
Ｂ
ｉ
ｚ
の

澄
川
誠
治
セ
ン
タ
ー
長
に
よ
る

講
話
の
ほ
か
、
第
９
回
目
に
は
、

受
講
者
が
作
成
し
た
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ラ
ン
の
発
表
と
修
了
式
を
行

う
。

　
な
お
、
ス
ク
ー
ル
修
了
後
も

当
所
経
営
指
導
員
や
専
門
家
が

継
続
し
て
創
業
計
画
の
作
成
な

ど
、
創
業
の
実
現
へ
向
け
た
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
く
。

　
受
講
の
申
し
込
み
は
、
９
月

日
（
火
）
ま
で
受
け
付
け
て

お
り
、
定
員
は

人
。
創
業
を

計
画
し
て
い
る
方
や
創
業
し
た

ば
か
り
で
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
づ

く
り
や
経
営
に
つ
い
て
学
び
直

し
、
事
業
を
軌
道
に
乗
せ
た
い

と
考
え
て
い
る
事
業
者
が
対
象

で
、
受
講
料
は
税
込
で
５
５
０

０
円
。

　
本
ス
ク
ー
ル
の
詳
細
や
申
し

込
み
方
法
は
、
当
所
Ｈ
Ｐ
か
ら

確
認
で
き
る
。
お
問
い
合
わ
せ

は
当
所
経
営
相
談
課
０
１
５
４

（

）
４
１
４
３
ま
で
。


